
 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年４月９日発行第１号「輝くひえ」に『子どもの学びを保障し、安心と安全を守ることを誓

って、子どもたちと日栄小学校教職員集団（＝チーム日栄）を乗せた“日栄小丸”が出航しました。

個性や長所をいかしながら力を合わせ、難しい航海も笑顔で進んで行きたいと思っています。“日栄

小丸”が進行方向に迷ったり修繕に時間がかかったりした時には、保護者の皆様や地域の皆様方のお

力添えをお願いします。』と書かせていただきました。 

３月となり、その航海が終わりを迎えます。“日栄小丸”の航海中、子どもたちはそれぞれに努力を

積み重ね、みんなで協力しながら荒波を乗りこえて成長し、光り輝く笑顔や感動的な思い出という宝

物をプレゼントしてくれました。保護者の皆様や地域の皆様方が航海を見守り、子どもたちや教職員

を応援し、お力添えをしてくださったおかげです。ありがとうございました。 

いよいよ、卒業や進級をひかえた子どもたちと教職員が、次の航海に向けた準備をする停泊の時が

近づいてきました。日栄小学校の子どもたちなら、次なる船出においても、自分らしく光り輝く笑顔

を見せて成長してくれると期待しています。１年間、本当にありがとうございました。 
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令和８年（202６年） 

３月 １８日  第１３号 

豊郷町立日栄小学校 

日 栄 小 
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多くの方のご支援とご協力に改めてお礼申しあげます。 
ありがとうございました。今後とも、どうぞよろしくお願いします。 

 
＊スクールガードの皆様   ＊民生委員児童委員の皆様   ＊同窓会・後援会の皆様 
＊学校評議員の皆様     ＊読書ボランティアの皆様     ＊町内関係機関の皆様 など 

特に５年生が次期リーダー 
として力を発揮。大活躍！！ 

👆各学年の制作した飾りで体育館をお祝いムードに！ 👇６年生がこれまでに制作していた飾りを展示            

どの学年も体育館を彩る飾り制作と並行して、発表の準備や練習を進めてきました。会場は、前日に５
年生と教職員が体育館全面にシートを敷いたり、全校児童分の椅子を並べたりして準備しました。全校の
力を集結して臨んだ６年生を送る会は、感謝と祝福の気持ちが６年生に伝わる楽しく心温まる送る会にな
りました。６年生からもお礼として合奏発表があり、“さすが！”と感じる演奏に、全校が聞き入りました。 

１年生 ２年生 
 

令和７年度ﾚﾍﾞﾙｱｯﾌ 15000冊も達成ヽ(^｡^)丿  

【びっくり仰天の記録になりました】読書貯金通帳 全校の結果 

2/16 16434冊＋3/13 1045冊＝合計 17479冊 

春休み中にも、事故やけが・犯罪に巻きこまれないために 

■保護者の皆様には、お子さんへの声かけや確認をするなどの対策や防止をお願いします。 

日栄小学校のめざす子ども像の１つに『自分と周りの人を大切にできる子』を掲げて

います。自分の言動が周りの人にどんな影響を及ぼすかについて考え、友だち・家族・

地域の方・知らない人なども大切にできる子に育ってほしいと願っています。 

1 ⃣「自分や人の命（人権も含む）を守るために、行動する前に考える子」 

2 ⃣「正しいかどうかを判断して、責任をもって行動する子」 

3 ⃣「人からの注意を素直にきく子、友だちに注意できる子」 

4 ⃣「約束（家庭・学校・一般社会など）を守って楽しく安全に生活する子」 
特に、近年、携帯やスマホなどのトラブルが急増しています。知らないうちに、被害
者や加害者になる事案も多いです。お子さんの利用状況や交友関係を保護者の方の責任
のもとで、必ず把握した上での利用をお願いします。 

 
子どもたちが、気持ちよく新年度のスタートができることを願っています。 
春休み後も、元気に登校できるように過ごしてくださいね(*^_^*) 

保護者の皆様へ 学習活動や学校行事に関するお願い 
 
日頃より、日栄小学校の教育活動にご理解とご協力をいただきありがとうございます。 
さて、改めて保護者の皆様に、上記の件についてのご理解とご協力のお願いをさせてい
ただきたく存じます。 
日栄小学校に校則はありませんが、長い爪やマニキュア、顔や頭髪への装飾（ピアス、黄
帽や赤白帽が被れない髪型・染毛・頭髪セットなど）をして登校する児童を見かけた場合
は、昇降口で声をかけるなどしています。長い爪などが事故やケガにつながらないか、小さ
な約束である黄帽を被らないことと頭髪の装飾などとの関係も心配しています。 
毎年、学校行事などにおいては、服装などが『華美なものにならないようにしてください』
とお願いしていますが、年々、華美になっているのが実情です。 
（誰かがしていると、やってもよいのだと思ってしまう児童もいます。実際、直接「○○○を
して学校に来てもいいの？」と尋ねる低学年もいましたので、「全校に広めたり伝統にしたり
したいことかな。」と返事をしています。） 
特に、卒業証書授与式での華美な服装は、例年、転びそうになる児童にヒヤッとすること
が多く、式中にケガをしてからでは遅いと痛感しています。また、保護者の方の経済的な負
担も大きいのではないかと推察しています。 
入学式や卒業証書授与式、始業式や終業式などは、学校の儀式的行事です。中でも、卒
業証書授与式は、小学校６年間の最後の授業と位置づけています。心に残る儀式的行事と
なるように取り組みますので、華美な服装や装飾についてのご配慮をお願いします。 

 

『学校での学習活動や行事は、全てが授業であり、学習発表の場です。 

服装や装飾などについて、ご理解とご配慮をよろしくお願い致します。』 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
日栄小学校と言えば、「すもう大会」「江州音頭」などの代名詞に代表される“伝統・歴史・自慢”

があります。さらに豊郷済美会様から、日栄小学校創立１５０周年の記念すべきこの年度に、新たな
“自慢・象徴・代名詞”となるご寄贈をいただきましたので、ご紹介させていただきます。 
豊郷済美会様が、今年度、特別助成としてご寄贈をしてくださいました。制作してくださる美術品

の完成時期はもっと先になる状況だったのですが、「そこを何とか６年生の卒業までに間に合わせて
ください。」と非常に無理なお願いをしたところ･･･大変なご尽力をいただいたおかげで、完成と設置
にこぎつけることができました。 
ステンドグラスの戸夢窓屋（トムソーヤ）様、石像彫刻の兼子石材様、卒業証書授与式までに制作

および設置をしてくださったことに、改めて感謝申しあげます。本当にありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３年生 

４年生 

ステージ上の壁画も、５年生制
作の力作です。時間を見つけて積
極的に進めて、完成しました。 

５年生 

６年生 

６年生の発表後には、６年
生が各学年にプレゼントしま
した。各クラスで、大切に使
いたいと思います。 

６年生の退場に合わせて、５年生は練習してきた退場曲「威風堂々」を演
奏しました。例年、他学年は拍手で送り出していましたが、今年度は感謝の気
持ちをこめて色とりどりの紙吹雪で華やかな送り出しを演出しました。 
もちろん紙吹雪は、子どもたちの手作りです。（ハサミで細かく切りました） 
６年生の退場後には、５年生が椅子や楽器を片付ける中、４年生も積極的

に紙吹雪を集めるなどして、協力して後片付けをするが多く、感心しました。 

５年生 

声をかけて、助け合い
ながら後片付けができる
下学年を見ていると、来
年度も日栄小学校を任
せて安心だと感じます。 

☆豊郷済美会様の特別助成によるご寄贈に感謝☆ 
 

12/24 

デザインやイメージ、窓ガラスのサイズなどについて、何度も連絡をとってやりとりをしていました。ただ、
１㎜の違いや少しでも不備があると設置できなくなるため、万一の事を考慮して、大阪から測定に来てく
ださいました。（その際に見せていただいたガラスの種類や色なども多種多様で、日本製や海外からの取
り寄せなどもありました。）小学校からのステンドグラス制作の依頼や設置は初めての事であり、日栄小学
校オリジナルのデザインだからこそ、細心の注意をはらって制作してくださいました。 

子どもたちが「きれい」「かっこいい！」
「すごーい！」「卒業に間に合わせてくれて
ありがとうございます。」などと声をかけて
いたらしく、作業をしながら喜んでくださっ
ていました。 
戸夢窓屋社長様、制作や設置をしてく

ださった皆様、ありがとうございました。 

学校から力士の石像彫刻の制作や設置の依頼は初めてとおっしゃっていましたが、快く引き受けてくださ
いました。制作サイズにふさわしい石を入手するため、早急に手配を整え、卒業証書授与式に間に合うよう
に他県の採石場まで受け取りに行き、多くの仕事依頼がある中で、年末年始も返上して制作してくださいま
した。除幕式にご出席いただいた兼子石材様には、「石に彫った“礼に始まり礼に終わる”“勝っておごらず 
負けてくさらず”の言葉のように頑張ってください。」と子どもたちにお声がけをいただきました。除幕時は子
どもたちから歓声があがり、式後には近寄ってしみじみと鑑賞していました。 紙吹雪を浴びて 

退場する６年生 

紙吹雪を集めたり椅子を
運んだりして、後片付けを
手伝う４年生 

５年生 
習作 

勝っておごらず 負けてくさらず 
礼に始まり 礼に終わる 

すもうについて調べ、習作を制作
した上で手がけてくださいました 

６年生が昨年制作した壁画は、
体育館後方に展示しています。 

3/１４ 中日新聞掲載 


